職種：鍛造技術　　職務：金型設計

【概要】

　金型設計とは、型鍛造における鍛造製品の成形にあたって、要求される鍛造製品の品質・機能を保ち、コスト的に最も有利な鍛造製品の生産が可能となるよう金型を設計することである。

【仕事の内容】

　型鍛造における鍛造製品を成形するための金型の設計を行う仕事である。

【求められる経験・能力】

（1） 金型設計の仕事を行うための学歴要件や必要最低経験年数はない。ただし、多くの場合、大学もしくは大学院または工業高等専門学校等において、機械工学の基礎を十分に身につけていることが前提となる。また、経験者採用の場合には、機械設計に関する一定の実務経験が要求される。

（2） 技能検定（鍛造）の資格（２級）を取得することで技能が社内で認められて地位が向上することが多い。転職時にも、資格保有者は有利である。

（3） 鍛造業や鍛造製品に関する興味や関心を持っていること、製品の精度向上に取り組むとともに自身の技能レベル向上への意欲を持っていることなどが挙げられる。

（4） CAD/CAM/CAEを用いた設計の普及により、ITツール（ハードウェア及びソフトウェア）を十分に使いこなすスキルが求められる。また、ISOなど品質管理に関する意識や知的財産管理に関する認識を高めることが、（機械分野のみならず）設計技術者全体にとって重要となっている。特に、APQP、PPAP、MSA、SPC、FMEA、MTBF、MTTRなどの理解や、それに基づいた金型設計を要求されるようになってきている。

（5） 鍛造設計や生産管理及び現場技能系部門の関係者と円滑に意思疎通しながら計画的に設計を進めていく能力や、設計目標の達成に向けて粘り強く取り組む姿勢も設計技術者には要求される。

【関連する資格・検定等】

· 技能検定〔厚生労働省　職業能力開発促進法〕

鍛造（２級）

金型製作

　特級

　１級　プレス金型製作作業、プラスチック成形用金型製作作業

　２級　（１級に同じ）

機械加工（数値制御旋盤作業、マシニングセンタ作業、数値制御フライス盤作業）

　　　　（１級・２級・３級）

放電加工（形彫り放電加工作業）（１級・２級）
· 職業訓練認定コース　鍛造技術通信講座〔日本鍛造協会〕
　　　２級技能士鍛造科
　　　資格に関係しない普通コースも併設

· CAD利用技術者試験（１級・２級）

· CAD実務キャリア認定制度CAD実務マスター認定試験（初級・中級・上級）

· CADトレース技能審査（機械部門：初級・中級・上級）

· トレース技能検定（１級・２級・３級・４級）

· 技術士（機械、電気・電子、金属、衛生工学、経営工学、環境部門）　など

・高度熟練技能者　（職種：金型製作）

【労働省職業分類（小分類）との対応】

　　０７１　その他の技術者

　　５５９－２２　工具製造工（金型工）
